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物質を伝搬する X 線は複素屈折率 n = 1− +iβ に影響を受ける．複素屈折率の虚部 βは Beer

の法則の吸収係数に相当する．現在，医療や産業の分野で広く用いられている X 線イメージ

ングは，吸収コントラストにより画像が形成される．言い換えれば，β の分布を描出する撮

像方式である．X 線の特性から吸収コントラストは，高い原子番号の元素はコントラスト高

く描出できるものの，H, C, N, O のような低原子番号の元素に対してコントラストを得にく

い．一方，複素屈折率の実部，すなわち は，物質中での光の伝搬を記述するための指標で

ある．一般に，の値は βに対して，約 1000 倍の大きさを有する．したがって，低原子番号

元素から構成される対象もによれば高いコントラストで描出が可能である．を描出する撮

像方式は位相コントラスト，あるいは屈折コントラストイメージングと呼称される．物理量 

を求める計測法は４つに大別される：(1) in-line holography[1]，(2) crystal interferometry[2], 

(3) analyzer-based imaging[3], (4) grating-based imaging[4]．これらの方法は，低原子番号元

素から構成される対象を高コントラストな投影像として取得できる．これらすべての計測法

は CT イメージングに拡張されており，高精細な 3 次元位相コントラスト CT 画像は医学や

産業分野に数々の重要な知見をもたらしている．ここで特筆すべきは，これら４種の位相 CT

撮像法のうち，(2)および(3)の２種類が，世界に先駆けてBL14Cで実現されたことである[5],[6]．

これは当ビームラインの特性である縦偏光の恩恵と言っても過言ではない． 

 両者はともに，の空間分布を描出する位相 CT イメージングではあるが，その CT 画像を

得るまでのプロセスは大きく異なる．すなわち，(2)による CT は波動光学に基づいた計測で

あるのに対して，(3)による CT は幾何光学に基づく．これにより，後者を屈折コントラスト

CT と呼称する場合がある[7]． 

 本演題では，BL14C で世界に先駆けて産声を上げた２つの位相 CT イメージングについて，

物理情報 の投影取得から CT 画像が再構成されるまでのプロセスを，順を追って説明する． 
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